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［目的］前 々 回の 本会に お い て 、 我々 は母体血 中

か ら有核赤血球 を高率 （85％）に 発見 し、 そ れ らを

mi　cromanipulator を使 い 選択的に回収可能 である

こ とを報告 した 。 また前回は それ ら有核赤血球の

多 く（91％）が 、 胎児由来で あ る こ と を報告した。

今回は発見，回収 され た 胎児有核赤血球からPCR

法，FISH法に よるslng 苴e　ce11　analysis によ りどの

程 度DNA 情報を得る こ とが 可能 で あ る か検討を

行 な っ た 。 　 ［方法］単離 し た男性胎児 由来有核赤

血球（20個）をDYZ1 領域 の primerを用 い PCR を行

な っ た 。 同様 に単離 した胎児有核赤血球 （17個 ）

をTay −S　ad ⊂s 病 exonl 　1 領域の pr三mer を用 い PCR を

行 な っ た 。 ま たPapp3nheim 染色標本土 に発見 さ

れ た胎児有核赤血 球の 前処理 （脱 色 ， RNase 処理 ，

pcpein処理 ）を条件 を換えて行 な っ た後、　X，　Y染

色体に 対 す る α
一satel　lite　DNA 　pr（tibeを用い た two

color 　FISH及 び21番染色体長腕 の DNA 　probeを用

い た FISH を行な っ た
。 　［成績］L 男性胎児由来 の

単離有核赤血 球の DYZ1 領域 の PCR の 結果、全 て

に有効 な感度 が得 られ た 。 2．単離 した胎児有核赤

血球 の Tay−S　acks 病 exon11 領域の PCR の 結果、17

個中9個 に有効な感度が得 られ た 。 　3．Pappenheim

染色標本上 の 胎児有核赤血球 を脱色、RNase 処 理，

陟 psin処理の 後 、　 X 　Y染色体 の two 　color 　FISH及

び21番染色体の FISH を行な っ た と こ ろ 、有効な

signal が得 られた 。　［結論］胎児有核赤血球 の

single　oe11　analysis （pCR ，FISH）に より有用 なDNA

情報が得られ る よ うに な っ た 。 我 々 の 開発 し た方

法 を用 い れ ば 、母体血 よ りnon −invas孟ve か つ risk一

丘ee に 多 くの胎児DNA 情報が得られ る こ と と な り、

近 い 将 来、本 法の 広範 な臨床的応用，普及が見込

ま れ る 。

［目的］高精度分染法を用 い て も判定が困難な，

絨 毛細胞 の微細 な染色体構造異常 に対 し，Fluo−

rescence 　in　situ 　hybridization （FISH ）　法 に よ

る染色体分析 の ，出生 前診断法と して の 有用性に

つ い て検討 した 。

［方法］46，XX ，　ins （1；2）（p36 ；q22q23 ）と い

う均衡型の微細 な染色体異常 を保有 し， 3 回 の 自

然流産歴 を持 つ 34歳の 妊 婦 よ り， 同意 を得て ，妊

娠11週 4 日
， 胎盤絨毛を採取 した 。 絨毛細胞を培

養 した後，通常の 方法に よ り分裂中期 の 染色体標

本 を作製 した 。 次 い で ， 2番染色体特異的 α サ テ

ラ イ トプ ロ ーブと， 2 番染色体 の 挿入 部位 に含 ま

れ る コ ス ミ ドプ ロ ーブcCI2 −603 を用 い
， ジ ゴ キ

シ ゲ ニ ン
ーFITC に よ るFISH 法 に て 蛍光顕微鏡下

に シ グナル を検出 し，通常の染色体分析法に よ る

診断結果 との 比較を行 っ た 。

［成績］従来の 染色体分析法で は
， 絨毛培養細胞

の 染色体標本 は ， 観察細胞数も限られ判定が 困難

で あ っ た が ， FISH 法 を導入 した場合 に は ， コ ス

ミ ドプ ロ ーブ cCI2 −603 の シ グ ナ ル が
，

1本 の 2

番染色体上 と 1番染色体上 にそ れぞれ 明瞭に確認

され ， 胎児は 母親 と同 じ均衡型 の挿入 を持 っ て い

る と診断 し得 た 。

［結論｝均衡型の微細な染色体構造異常 を保有す

る母親に対 して ，FISH を用 い た絨毛培養細胞 の

染色体分析 に よ る出生前診断が有用で あ っ た 。こ

の よ うな症例 は 自然流産 を繰 り返す場合が多 く，

出生前診断法 と して の み で は な く， 流死産 の 原 因

検索 を目的と し た流産絨毛の解析に も応用 しうる

こ と を明 らか に し た 。
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